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装
の
職
能
を
持
っ
て
い
る
の
か
は
全
く
分
か
ら
な
い
。

こ
こ
に
問
題
の
本
質
が
あ
る
。

建
設
職
人
と
は
？

　

そ
も
そ
も
日
本
に
は
、
建
設
職
人
の
定
義
は
な
い
。

技
能
士
や
労
働
安
全
衛
生
法
上
の
資
格
は
あ
る
が
、
必

ず
し
も
、
そ
れ
ら
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
良
い
。
故
に
、

誰
も
が
自
由
に
大
工
、
左
官
な
ど
と
名
乗
れ
る
。
職
人

の
賃
金
が
低
い
の
も
、
玉
石
混
交
の
平
均
値
だ
か
ら
と

考
え
れ
ば
合
点
が
い
く
。

　

ギ
ル
ド
の
伝
統
が
あ
る
欧
州
や
産
業
別
の
ユ
ニ
オ
ン

が
あ
る
米
国
で
は
、
決
め
ら
れ
た
訓
練
を
終
了
し
、
資

格
や
資
質
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
人
だ
け
が
、
そ
の

職
能
と
し
て
の
職
種
を
名
乗
れ
る
。
故
に
、
賃
金
は
高

く
、
日
本
の
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　

日
本
に
も
こ
の
観
点
を
導
入
し
て
、
少
な
く
と
も
建

設
職
人
で
あ
る
こ
と
の
証
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
が
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
）
で
あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
入
退
場
管
理
シ
ス
テ
ム
の

延
長
の
よ
う
に
捉
え
る
向
き
が
多
い
が
、
そ
れ
は
、
ご

く
一
部
の
付
加
的
機
能
で
し
か
な
い
。
何
よ
り
も
、
本

人
確
認
が
な
さ
れ
た
上
で
Ｉ
Ｄ
を
発
行
さ
れ
た
人
が
建

設
職
人
と
し
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

　

次
に
重
要
な
の
は
能
力
の
評
価
で
あ
る
。
車
の
両
輪

と
言
っ
て
も
良
い
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
、
Ｉ
Ｄ
と
関
連
付
け

て
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
有
資
格
等
を
登
録
し
、
現
場
へ
の

と
考
え
ら
れ
る
人
に
限
れ
ば
五
％
あ
ま
り
で
あ
る
か
ら

犯
罪
者
に
占
め
る
割
合
は
確
か
に
高
い
。
し
か
し
、
多

く
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
以
上
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
は
、
犯
罪
全
体
で
五
三
・
六
％
、
凶
悪
犯

は
五
四
・
一
％
、
粗
暴
犯
で
は
三
四
・
二
％
、
窃
盗
に
至

っ
て
は
六
五
・
三
％
が
無
職
だ
か
ら
で
あ
る
。
住
所
不

定
無
職
と
い
う
の
も
聞
き
慣
れ
た
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
が
、

職
業
と
し
て
は
印
象
に
残
ら
な
い
。
無
職
に
は
、
学
生

や
主
婦
、
失
業
者
、
浮
浪
者
等
の
区
分
が
あ
る
が
、
無

職
の
う
ち
の
四
六
％
は
「
そ
の
他
の
無
職
者
」
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
、
反
社
会
勢
力
に
属
す
る
よ
う
な
人
達
は
、

こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
●
●
組
の
組
員
と
い
う
の
は
、
国

入
場
記
録
に
よ
り
就
労
履
歴
が
蓄
積
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
の
で
、
そ
の
個
人
情
報
を
評
価
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
れ
ば
、
職
能
や
能
力
水
準
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
り
、
そ
れ
に
よ
り
入
職
し
た
い
と
思
う
人
を

増
や
し
、
能
力
を
適
切
に
評
価
し
て
、
処
遇
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
い
う
の
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
全
体
像
で
あ
る
。

国
交
省
告
示
の
意
味

　

国
土
交
通
省
は
、
新
た
に
「
建
設
技
能
者
の
能
力
評

価
制
度
に
関
す
る
告
示
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九

日
）」
を
定
め
た
。
こ
の
第
二
条
の
２
に
は
、「
建
設
技

能
者
」
と
は
…
…
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

登
録
さ
れ
た
者
を
い
う
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
建
設
技

能
者
を
国
が
定
義
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
同
時
に
発
表
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、

能
力
評
価
に
際
し
て
は
、
そ
の
評
価
機
関
が
責
任
を
持

っ
て
○
○
技
能
者
、
○
○
工
な
ど
の
呼
称
を
定
め
よ
、

と
あ
る
。
要
は
、
大
工
、
左
官
な
ど
の
職
能
を
し
っ
か

り
と
定
義
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
評
価
が
得
ら
れ

て
い
る
人
だ
け
が
そ
れ
を
名
乗
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
能
力
評
価
に
関
し
て
、
日
本
に
は
英
国
の

Ｎ
Ｖ
Ｑ
（
全
国
共
通
職
業
資
格
）
の
よ
う
な
職
業
能

力
評
価
の
基
準
が
な
い
の
で
、
技
能
士
資
格
や
玉
掛
け

等
の
技
能
講
習
、
作
業
主
任
者
等
の
労
働
安
全
衛
生
法

家
か
ら
み
れ
ば
職
業
で
は
な
く
、
別
の
情
報
と
し
て
マ

ス
コ
ミ
が
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

無
職
を
除
い
た
有
職
者
に
対
す
る
割
合
で
み
る
と
、

検
挙
者
全
体
の
一
四
％
、
凶
悪
犯
で
は
二
〇
％
、
粗
暴

犯
で
は
一
七
％
あ
ま
り
が
建
設
業
関
係
者
と
な
る
。
凶

悪
犯
で
は
実
に
五
人
に
一
人
が
該
当
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
一
般
の
人
々
に
犯
罪
者
の
職
業
は
建
設
業
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
刷
り
込
ま
れ
て
も
仕
方
が
あ
る
ま
い
。

　

日
本
標
準
職
業
分
類
に
よ
れ
ば
、
職
業
と
は
、
個
人

が
継
続
的
に
行
い
、
か
つ
、
収
入
を
伴
う
仕
事
と
定
義

さ
れ
て
い
る
が
、
毎
日
働
い
て
い
る
必
要
は
な
い
。
よ

っ
て
、
建
設
業
関
係
と
さ
れ
る
犯
罪
者
が
、
本
当
に
建

設
業
で
働
く
こ
と
を
生
業
と
し
、
ま
し
て
や
と
び
や
塗

上
の
資
格
、
ク
レ
ー
ン
等
の
免
許
、
施
工
管
理
士
等
々

の
資
格
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
て
積
算
し
、
個
々
人
の
能
力

を
評
価
す
る
仕
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
就

労
履
歴
の
蓄
積
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
の
で
、
当
面
は
、

所
有
す
る
資
格
の
取
得
年
等
か
ら
、
現
在
ま
で
の
経
験

年
数
を
算
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
ツ
ー

ル
で
も
あ
る
。
当
面
は
最
高
ラ
ン
ク
の
基
幹
技
能
者
だ

け
が
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
と
し
て
識
別
さ
れ
る
が
、
将
来

的
に
は
シ
ル
バ
ー
や
青
を
加
え
た
四
段
階
と
な
る
。
色

分
け
さ
れ
る
の
は
、
正
規
の
Ｉ
Ｄ
を
持
っ
た
人
だ
け
で

あ
る
か
ら
、
カ
ー
ド
の
保
持
者
は
身
元
確
認
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
て
、
ゴ
ー
ル
ド
や
シ
ル
バ
ー
で
あ
れ

ば
熟
達
し
た
建
設
技
能
者
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
と

な
る
。
そ
う
し
た
〝
本
物
の
職
人
〞
に
頼
め
ば
、
安
心

安
全
が
担
保
で
き
る
こ
と
、
た
だ
し
、
相
応
の
コ
ス
ト

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
発
注
者
や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に

理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
は
排
除
さ
れ
、

賃
金
向
上
の
原
資
が
確
保
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

　

依
然
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い

旨
の
声
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、
こ
れ
だ
け
つ
く
り
込
ま

れ
た
制
度
の
設
計
趣
旨
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
宅
配
業
界
や
引
越
業
界
が
国
民

全
体
に
向
け
た
問
題
提
起
で
い
く
つ
も
の
問
題
を
解
決

し
た
よ
う
に
、
建
設
業
界
も
外
に
向
け
た
情
報
発
信
の

あ
り
よ
う
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
×
×
県
の
建
設
作
業
員
○
○

…
…
。
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
き
慣
れ
た
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。

作
業
員
で
は
な
く
、
と
び
職
、
塗
装
工
な
ど
と
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
貶
め
て
い
る
主

な
要
因
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。

　

警
察
庁
の
犯
罪
統
計
に
よ
れ
ば
、
検
挙
さ
れ
た
刑
法

犯
の
犯
行
時
の
職
業
の
う
ち
、
建
設
業
関
係
と
考
え
ら

れ
る
土
木
・
建
設
業
自
営
、
建
設
職
人
・
配
管
工
、
土

木
建
設
労
務
作
業
者
に
分
類
さ
れ
た
人
は
、
犯
罪
全
体

の
六
・
五
％
、
殺
人
や
強
盗
、
強
制
性
交
等
が
該
当
す

る
凶
悪
犯
で
は
九
・
一
％
、
暴
行
や
傷
害
、
恐
喝
等
の

粗
暴
犯
で
は
一
一
・
一
％
と
な
る
（
二
〇
一
七
年
）。

　

建
設
業
就
業
者
は
全
産
業
の
七
・
六
％
、
建
設
職
人

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を

建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
切
り
札
に
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